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はしがき

大阪狭山市の西部に広がる陶器山丘稜は、古墳時代の須恵器生産地

であり、陶邑古窯土止群として周知の遺跡となっています。本書は昭和

62年 4 月比新たに発見した山本一号窯の発掘調査報告書です。今屈の

調査では、多数の杯、護等が出土し、古墳時代の狭山の歴史の一端を

うかがうことができました。大阪狭山市は昭和62年10月に市制を施行

し、文化貯行政も新たな歩みを開始いたしました。今後は市内lζ点在

する文化財の調査にも、本格的l乙取り組んでいきたいと考えています。

今回の調査は大阪狭山市として初めての埋蔵文化財ー調査であり、以後

の文化財行政の出発点となるものです。皆様方におかれましでも、今

後の本市文化財保護行政に対し、なお一層の御理解、御協力を賜りま

すようお願い申し上げます。

昭和 63年 3 月

大阪狭山市教育委員会

教育長上谷三郎



例

1.本書は、大販狭山市教育委員会(調査当時、狭山町教育委員会)

が、狭山町都市排水路事業四つ池詳水管新設工事に捺して、大阪狭

山市山本北(語j査当時、南河内郡狭山町大野) で発見された須恵器

窯、山本一号窯における発掘調査の概要報告書である。

2. 発掘調査および遺物整理は、大阪狭山市教育委員会組仁孝、市)11

秀之を担当者として実施した。

3. 実測図中 l乙表示した方位は磁北であり、標高は0 ・ p を用いた。

4. '調査に際しでは、塩崎建築興業の全面的な協力を得、また整理に

ついては孫麗霞、西壊子、安富美子の各氏、写真撮影については悶

南展秀、中村仁紀両氏l乙語力いただし、た。さらに大阪狭山市立狭山

中学校の後藤正憲、米本由美子両先生、及び狭山中学校社会科クラ

ブの皆さんには、遺物の注記、譲合について熱心な協力を得た。本

警は以上の方々の御協力なしには完成しえなかったものであり、こ

こに記して謝意、を表したい。

また調査過珪における指導、助言については、以下の方々の協力

をいただいた。

尾谷雅彦(沌内長野市教育委員会)、小林義孝(泉北考古資料館)、

豊田兼典(大阪府立科学教育センター)、西口陽一(泉北考古資料館)

5. 遺跡の名称については「陶器山支群 252 号」が正式のものである

が、本書では市民の方々の理解を得やすいよう「山本一号窯」 とい

う名称を使うこととした。
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1.発掘調査に至る経過

大阪狭山市ではより良い住環境を実現するため、下水道網の設置奇各所で進めているが、本

遺跡はその退還において発見したもので、諸状況を考慮し、下水道工事を一時ストップして、

調査に万全を尽すこととした。発揺の結果、須恵器窯は下水道の予定範囲を横切る形で害在し、

今屈は下水道工事範囲内の発掘となった。発摺調査は昭和62年 4 月208 より、同25 日まで行い、

また遺物整理は昭和62年 4 月 268 より、 12月 28 臼までも行った。

2. 位量と環境

堺市高部を中心とする陶邑吉窯牡群は、我が国最大の袈恵器生産地であり、泉北ニュータウ

ンの建設に伴い、昭和40年代より大瞭府教育委員会によって調査が行われ、報告書も次々に刊

行されてきている。大阪狭山市域の西部正陵地域も、 ζの鞠邑古窯牡群lζ含まれ、昭和42年に

刊行された『狭山町史J の段階では48 ヶ所、また豊田兼典氏の御指導のもと、近年、大阪府立

狭山高校地歴部が行JL調査では72 ヶ所の須恵器窯祉が市域で確認されている。大阪狭山市教
育委員会では、これらを盟議文化財分布図に記載し、その保護保存を図っている。しかしなが

ら、大板狭山市内においては、森浩一氏等によって西山窯社、 48号窯祉が発掘された他は、学

問的な調査はなされておらず、このことは陶邑古窯蛸全体の構成みえる上でも大きな障害
となってきた。

今回発揺された須悪器窯は、乙れまでの分布調査によっても確認されておらず、まったく新

発見の窯枇であった。現地は大寂狭山市の東北隅に位置し、堺市との境界に近く、陶器山丘陵

の尾摂線より約 100 m東方に位置する。附近には四つ油、小野ヶ池等の池が存在し、いずれも

陶器山丘陵の尾根にほぼ並行して走る谷をせき止めて造ったものである。今回調査した窯跡は

ζ の谷の西側の額斜を利用して造られた登り窯であり、近年まで窯の下方にも池が存在したが、

昭和40年代lζ産業廃棄物の処理のため、地もろとも谷が壊め立てられ、窯跡は地表からはまっ

たく確認しえない状態となった。またこの壊め立てに捺して、窯の一部が削平を受けたことが

今回の調査で確認された。

なお、名称については、遺跡発見当初は、新発克の窯跡であるために、仮に山本一号窯と呼

称していたが、調査後、大阪府教育委員会、堺市教育委員会と協議の結果、陶器山支群 252 号

窯 (M.T. 252) と命名することになった。

⑦、③ F狭山町史』第 l 巻狭山町史編纂委員会 昭和42年

3. 遺構

今回の謁査は、下水道工事lζ伴う発掘調査であったため、調査範囲は南北3m、東西 2m に

とどまった。現場はかつての谷に沿った斜面であり、廃棄物処理のため埋めたてられ、 O.P. 93 

m前後の平担な地形を呈している。掘削の結果、地表面より 50cm下までは、さまざまな廃棄物

が埋ってお 1) 、その下lこ擾乱!告が穿在する。さらにその下に窯跡遺構が存在していたのである

が、下水道が南北軸に沿って設置されるのに対し、窯は南醤方向に軸を持ち、ちょうど下水道
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第 1 図 遺跡位置図
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1 . 砂利等

2. 撹乱層

3 黄茶色粗砂

4. 黄茶色粘土

5. 暗茶灰色シルト

6 . 茶灰色泥砂

7. 暗茶灰色泥砂(磯混り )
8. 黄茶色シルト ( 1 )

9. 黄灰色シル卜 ( 1 )

1 0. 黄灰色シルト ( 2 )

11. 黄灰色シルト (3 )
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13. 黄灰色シルト (5 )

14. 黄灰色シルト (6 )
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16. 責茶色シルト(焼土混り )
17. 黄茶灰色シル卜 (磯混り )

18. 赤土焼土
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第 2 図 遺構実測図
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によって横切られる形となった。窯全体の発掘ができなかったため、窯の全貌をうかがう乙と

はできないのが残念で‘あるが、今回の調査地点は窯の焼成部にあたると思われる。

窯体の一部は産業廃棄物処理に際して削平されていると思われるものの、窯体は比較的良好

な形で検出する乙とができた。天井部はすでに落ちていたが、窯壁は北側が 130 cm、南側が60

cm の高さで残っていたことから、もとの地山を約 120 cm の深さで斜面に平行に掘削し窯を築い

たものと考えられる。また底面は最大幅220 cm で、平均傾斜角度22度を計る。また窯体の断ち

割りを実施した結果、窯壁は一枚であることが確認された。

窯内からは次項に述べるように多数の土器が出土したが、その土器は窯底 l乙置かれた状態の

まま出土したものと、窯の天井部が落ちた時、ないしはそれ以降の土砂の流入により、窯上部

より流されたものに分類できる。窯底より出土した土器は、窯の両端 l乙列をなして並んでおり、

中央部にはもともと土器が置かれなかったのか、ないしは土砂とともに下部へ流された可能性

がある。

A B C 

ﾗ う長

杯蓋 4 。 l 

杯身 2 2 。

表 1 、 杯ヘラ記号分類
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4. 遺 物

今回の調査で出土した遺物はすべて須恵器であり、数量はコンテナ 4 箱を数える。須恵器の

器種は、大半が杯葦、杯身、聾で占められるが、聾は破片での出土がほとんどで、復元には至

らなかった。これらの他に器台、高杯、躍が出土している。以下、 JI買に考察を加えたい。

a. 杯 蓋

杯蓋は約60点出土し、そのうち38点を実測した。実測した遺物は口径直径によって 3 つに分

類できる。

・ 口径が13cm以下のもの ( 1 - 3) 

非常に形がし、びつな 3 を除くと、 l 、 2 は形態に相似点が見られる。ともに口縁がほぼ直

立し、天井部は低く平らである。 2 、 3 にはへラ記号が見られる。

・ 口径が14cm以下のもの (4 -25) 

出土した杯蓋.の中で主流を占めるタイプであるが、口縁がやや外反し天井部も丸みを帯び

るタイプと、口縁部が直立し天井部が低く平たいタイプl乙分類できる。ただし ζ の 2 タイ

プの区分は不明確であり連続的な変化を示すものと考えられる。 15 、 1 7f乙へラ記号が認め

られる。

・ 口径が14cm を上まわるもの (28-38)

全体的に口縁部が直立し、天井部は低く平らかで、稜が形骸化したものが多く見られる。

乙のうち31 、 32 、 33などのように天井部がやや丸みを帯ぴるものに関しては稜は比較的高

く鋭し、。 33 f乙へラ記号が見られる。

杯身 l乙施されたへラ記号は、表 l の通りであり、うちA が圧倒的に多い。

b . 杯身

杯身は約50点出土し、そのうち24点を実測した。杯身に関しでも口径直径を基準として 3 つ

のタイプを設定した。

・ 口径が12cm以下のもの (39-48)

例外なく立ち上り部は内傾する。 39-41のように底部が丸味を帯びるもの以外は、底部は

平たく浅し、。 44は非常に立ち上り部が高く底部が浅いという点で、他とは異った形態を有

する。

・ 口径が13cm以下のもの (49-57)

このタイプのものには底部が丸みを持ち、やや深いものが多く見られる 0

. 口径が13cm を上まわるもの。

58は底部が深く丸みを常ぴ他とはまったく異った形態を示す。他はすべて底部が浅く平た

いタイプである。乙のタイプは口縁内面の段が省略されている点でも相似点を持つ。

c. 器台

l 点出土。 比較的 た型の器台で‘ある 。外面は波状紋、沈線、格子状叩きによって飾られ、内

面には同心円叩き、平行叩 きが施される。脚部はほ とんど残らないが、 3 ヶ所にすかし窓が存

在する。また脚部l乙も波状絞が入る。

一 5 一



d . 思

1 点が出土っ口縁部のみが残存している。仁|縁部は上半分が大きく外側に聞き、それより下

には波状紋が入る 。

e . 高 杯

2 点が出土3 いづれも脚部のみが残存する。ともに 4 ヶ所のすかし窓が存在する。

f . 聾

大量の翠破片が出土したが、接合しえたものは少なく実測ができたのは67の口縁部のみであ

った。図 6 、 7 には代表的な破片の内外面の拓影を載せた。外面は平行叩きによる調整がほと

んどで、まれに 5 、 6 のように平行叩きを施した後、回転カキ目調整をなすものがある。格子

状叩 きはほとんど見られない。内面lこは同心円叩きが入るが、すり消しを施すものは見られな

L 、 。 全体的に内面の同心円叩きの種類が限られるのに対し、外面の平行叩きはより多くの種類

があるようであるが、両者の関連を確かめることはできなかった。

5. まとめ

今回の発掘調査は山本一号窯の一部のみにとどまったが、古代の挟山の歴史の一端をうかが

うに十分な成果を挙げることができた。出土した土器は、中村浩氏の編年によれば 2 -1 から

2-1I にかけてのものであ り、時代としては 6 世紀初頭から中葉にかけてのものと考えられる 。

山本一号窯は、これまで数多くの研究がなされてきた向邑古窯祉群の一部を構成するも・のと考

えられ、今日の大阪狭山市域が古代における代表的な須恵器生産地であったことが具体的な形

で明確になった。今後は市内の他の窯の調査もあわせ進め、狭山の古代史の解明に努めていか

ねばならない。
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種挿図
法 量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

類圏版

杯
口笹 12.4c由 ロ縁はやや開き気味iζ下る。 天井部は回転へラ削り。 色調灰色

稜径 11.9crn 端部は丸く内面には小さな段 ロクロ回転方向は左回 焼成良好
l 

がある。稜は高く比較的鋭い。 胎土密蓋 器高 3.9c陸 り。他は回転ナデ5緩急

稜高 2.2crn 天井部は低く平らである。

口径 13c回 ロ縁部はほぼ重富1<:立つ。端 天井部%まで回転へラ 色調黒灰色

杯 稜経 12.7c血 部は丸く、内面i乙明瞭な段を 間り。ロクロ回転方向 焼成良好

2 器高 4.5crn 持つ。稜は小さいが鋭い。天 は右。他は回転ナデ調 胎土密

葦 稜高 1. 5c阻 井部は低く平らである。 yzが 整。

残存。(へラ記号)

口径 13crn 形が非常にいびつである。口 天井部は上から%が図 色諸外踏灰色

杯
稜経 13c盟 縁は非常に太くほぼま設置iζ下 転ヘラ削り。ロクロ呂 内淡灰色

器高 3.4c田 る。端部はやや内領する段と 転方向は右まわり。他 焼成不良
3 
稜高 1. 8c国 なる。稜はほとんど認められ は回転ナデ調整。 始土密

蓋
ない。天井部は極端iζ低く平

らである。(へラ記号)

口径 13.2crn ロ縁はやや開いてからほぼ霊 天井部は 8 割までが間 色調黒灰色

杯 稜径 12.6c田 直!C下る。端部はやや尖るが 転へラケズリ。ロクロ 焼成良好

4 器高 5.05c回 内面の段はほとんど認められ 回転方向は右まわり。 胎土密

蓋 稜高 2.3crn ない。天井部はやや丸みを持 {fuは回転ナデ調整。

つ。 9 葬jが残存。

杯
口径 13.6c田 ロ縁はほぼ霊直に下る。端部 天井部は回転へラ削り。 色謁暗灰色

稜経 13.4c田 は丸く内面fL明瞭な段を有す。 ロクロ回転方向は左ま 焼成良好
5 

器高 稜は小さいが鋭い。天井部は 給土やや粗4.4c由 わり。他は回転ナデ調
蓋

稜高 2.2crn 低く丸い。 整。

ロ窪 13.4crn 口縁はほぼ霊直lζ下る。端部 天井部は 9 叡まで回転 色調黒灰色

杯 稜経 13.9crn は丸く内ili:H乙明療な段を持つ。 へラケズリ。ロクロ回 焼成良好

6 器高 4.7cm 天弁書官は{ß;く平らである。完 転方向は右まわり。他 胎土やや組。

稜高 形。蓋 2.4c田 は回転ナデ調整。 ところど乙ろに lmm前

後の白い砂粒を含む。

口径 13.4crn 口縁は一度内湾しでからほぼ 天井部の上部%が回転 色弱暗灰色

杯
稜経 13.5c恨 Æ直i乙下る。端部内砲には段 ヘラ削り。ロクロの回 焼成一部不良

器高 5.05cm を持つ。稜は比較的高く鋭い。 転方向は右まわり。他 軟質
7 
稜高 2.2crn 天井部は抵く平らである。 は回転ナデ調整。 1台土密。所々に 1-

葦
2mmの白い砂粒をふく

む。

q
L
 



穫類 挿図 法 量 -ー 形態の特徴 手法の特徴 備 考
関版

口径 13.6cm ロ縁部は菌立気味iζ下りやや 天井部上から%が回転 色認黒灰色

杯 稜径 13.5cm 内側に入る。端部は四角く内 ヘラ削り。ロクロ回転 焼成良好

8 器高 4.8c田 高 l乙設を持つ。稜は比較的高 方向不明。 胎土やや粗

蓋 稜高 2.2cm くにぷい。天弁吉宮は低く平ら 5 盟国以下の砂粒を多く

である。%が残存。 含む。

杯
口径 13.6cm 口援はやや開き気味i乙下る。 天井部は上から五まで 色調暗茶灰色

稜径 12.5cm 端部は丸く内面l乙明擦な段を 回転ヘラ削り。ロクロ 焼成不良
9 

器高 有する。稜は低いが鋭い。天 回転方向は右。他は回 飴土密4.8cm 
葦

稜高 2.4c阻 弁部は高く丸い。 8 害u残存。 転ナデ調整。

杯
口径 13.8c阻 ロ縁は開き気味lζ下る。端部 天井部は上より%が回 色謁灰色

10 
稜径 12.9cm は丸く内面l乙面をもっ。稜は 転ヘラ削り。ロクロ回 焼成良好

器高 4.4cm 小さくにぷい。天井部はやや 転方向不明。 胎土密
蓋

稜高 2.4cm 高く丸みをもっ。

口径 13.8cm 口径は外皮しながら下る。端 天井部は上より%が函 色弱灰色

杯 稜径 12.9c問 音日は断面三角形で内面iζ小さ 転へラ郎り。ロクロ回 焼成やや不良

11 器高 5.2c血 な段を持つ。稜は天井とは連 転方向は左まわり。他 目台土 密

蓋 稜高 2.4cm 続するが、口縁部lζ対しては は回転ナデ調整。

段差をもっ。 9 割残存。

杯
口径 14cm 口縁部はやや開き安訴に下る。 天井部は上より%まで 色調暗灰色

稜径 13.4cm 端部は丸く、内面IL突帯がま 回転へラ削り。ロクロ 焼成良好
12 

わる。稜は{正くにぷい。天井 回転方向は右まわり。 1合土密器高 5.6cm 
蓋

稜高 2.3c血 部は低く平らである。 他は回転ナデ調整。

口径 13.6cm ロ縁部はややいびつ。口縁は 天芥部は上よりMまで 色調黒灰色

杯 稜径 13.2cm やや梼き気味i乙下る。端部は 回転へラ削り。ロクロ 焼成良好

13 器高 4.9cm 丸く内面の段はほとんど見え 回転方向は右まわり。 日台土 密。所々に 1 服

霊童 稜高 2.3cm ない。稜は鋭い。天井部はや 前後の砂粒を含む。

や丸い。

口径 13.8cm ロ縁部はやや開き気味lζ下る。 天井部はよから%まで 色調踏灰色

杯 稜径 13.85cm 端部は尖り内面iζ 内領するi1îi 間転ロク口調整。ロク 焼成良好

14 器高 4.6cm を持つ。稜は小さくにぶ‘い。 ロ回転方向は右まわち 給土密。所々に 1mm

葦 稜高 2.2cm 天井部はやや高く丸い。 9 割 他は回転ナデ調整。 前後の砂粒を含む。

残存。

qu 

宅
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種類 揮菌
~版

法 量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

口径 13.5c田 口縁はやや調き気味lζ下る。 天井部は上より%が閉 色調淡茶灰色

杯 稜窪 12.9cm 端部は内領する段を持つ。稜 転へラ削り。回転方向 焼成良好

15 器高 4.4cm は形骸化してほとんど認めら 不明。他は回転ナデ調 日台こと 密

葦 稜高 1. 8cm れない。天井部は抵く平らで 整。

ある。(ヘラ記号)

口径 13.3cm 口縁はやや外買ぎみ。端部は 天井部上方より 8 劉が 色調外面黒灰色

杯
稜径 12.9c田 丸く内菌l乙段を持つ。稜は天 回転へラ削り。ロクロ 内面踏茶灰色

器高 5.1c田 弁部とほぼ連続するが、口縁 回転方向は右まわり。 焼成不良
16 

稜高 2.3c田 部氏対しては明瞭な段差を示 他は回転ナデ調整。 胎土やや粗。
葦

す。天井部は高く丸い。 9 喜日

残存。

口径 14c田 ロ縁はやや広き気味lζ下る。 天井部は上より%まで 色調暗灰色

杯 稜径 13.6む血 端部は丸く内面lζ段を持つ。 回転へラ削り。ロクロ 焼成良好

17 器高 4.6cm 稜は小さいが鋭い。天弁宮古は 回転方向は左まわり他 始土密。と ζ ろど乙

蓋 稜高 2.2c田 低く平ら。(へラ記号) は回転ナデ調整。 ろに 2mmほどの白い砂

粒を含む。

杯
口窪 13.3c阻 ロ縁はやや開き気味K下る。 天井部上から対は回転 色調内一淡灰色

18 
稜径 13.35c田 端部は内鎖する面を持つ。稜 ヘラ削り。ロクロ回転 外一緒灰色

器高 5ω1 は小さくにぷい天井部は低く 方向は友まわり。他は 焼成長好
蓋

稜高 2.2c田 丸い。 回転ナデ調整。 胎土密

杯
口径 14cm 天井部が大きくひずむ。ロ縁 天井部は上から%まで 色調路灰色

19 
稜径 13.6c田 部はほぼまE直に下る。端部は 回転へラ削り。ロクロ 一部暗茶灰色

器高 4.8c酷 尖り、内面K面を持つ。稜は 回転方向は右まわり。 焼成良好
葦

稜高 2.1c田 低い。天井部は低い。 他は回転ナデ調整。 給土密

口径 15cm ロ縁部は開き気味l乙下る。端 天井部は上から%まで 色調淡灰色

杯 稜径 14.1cm 部は丸く内面l乙段を持つ。稜 回転へラ別号。ロクロ 焼成不良

20 器高 4.6cm は抵いが鋭い。天弁部は平た 回転方向不明。 給土やや粗。

蓋 稜高 2.35cm い o yzが残響。 0.5 mm程度の白い砂

粒を所々に含む。

杯
口径 13.3c田 天井部がひずむ。ロ縁部はや 天井部は上より%まで 色調階灰色

21 
稜径 12.6crn や開き気味lζ下る。端部は丸 回転へラ削り。ロクロ 焼成良好

器高 4.9crn く内面IC段を持つ。稜は小さ 回転方向は左まわり。 胎土密
蓋

稜高 2.4cm い。天井部は底くやや丸い。 他は回転ナデ調整。
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係国
法 量 .形態の特徴 手法の特徴 備 考国版

杯
口径 13.4c田 全体的にややいびつ。ロ縁部 ロクロ@]転方向は右ま 色弱灰色

22 
稜径 12.9c由 はやや開き気味。端部は丸く わり。天井部上から五 焼成不良

蓋
器高 4. 7c田 内面lζ段を持つ。稜は鋭い。 が回転へラ削り。他は 始土粗。

稜高 2.2c田 天井部は抵く平ら。 9 部残存。 回転ナデ調整。

口径 13.8cn� 口縁部がいびつ。口縁は外iζ 天井部は上から 8 部ま 色弱黒灰色

杯 稜径 12.9cm 開く。端部はとがり内面にか で回転へラ削り。ロク 焼成良好

23 器高 4.7cm すかな蛮を持つ。稜は小さく ロ回転方向不明。他は 胎土密。

葦 稜高 1. 8cm lζぶい。天井部は低〈平ら。 回転ナデ調整。

完形。

口径 13.4cm 口縁部はやや外皮ぎみに下る。 天井部五が回転へラ前 色調黒灰色

杯 稜窪 12.55cm 端部は内鎖する面をなす。稜 り。ロクロ殴転方向は 焼成不良

24 器高 4.3cm は非常にIζぷく口縁部iζ対し 不明。他は回転ナデ調 給土密

蓋 稜高 2.2cm て設が認められるのみ。)1が 整。

残存。

杯
口径 13.6cm ロ縁はやや開き気味lζ下り、 天井部の上部見が回転 色調結灰色

25 
稜筏 12.6cm 端部は内領して段を持つ。稜 へラ削り。ロクロ回転 焼成良好

蓋
器高 4.8cm は比較的明瞭。天井部は高く 方向は右まわり。他は 給土密

稜高 2.1cm 丸みを持つ。 9 劉が残存。 回転ナデ調整。

杯
口径 14.4cm ロ縁はやや騎き気味lζ下る。 天井部は上より泌が回 色調黒灰色

26 
稜荏 14.0cm 端部はやや尖り、内面iζ段を 転へラ削り。ロクロ回 焼成良好

蓋
器高 4.8c思 持つ。稜は丸い。天弁吉日i立高 転方向は右まわり。他 給土密

稜高 2.0cm く丸い。 9 割が残存。 は回転ナデ認襲。

杯
口窪 14.3cm ロ縁はやや開いてから垂直に 天弁部上より%が回転 色調蒸灰色

27 
稜径 13.5cm 下る。端部は内領する衝を持 ヘラ削り。ロクロ回転 焼成良好

蓋
器高 5.0cm つ。稜は小さい。 9 割が残存。 方向は左まわり。他は 胎土やや粗o 1 胴前

稜高 2.4c由 回転ナデ調整。 後の砂粒を含む。

口径 14.4cm ロ緩はやや外iζ関き、中ほど 天井部は上より%が回 色諮黒灰色

杯 稜箆 14.1cm より下は内iζ閉じ気味iζ下る。 転へラ削り。ロクロ閉 焼成良好

28 器高 4.1cm 端部は尖り内面i乙明瞭な段を 転方向は左まわり。他 胎土密

蓋 稜高 2.2cm 持つ。稜l立高いが丸い。天弁 は回転ナデ調整。

部は抵く平ら。
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雲 挿国
法 量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

鴎版

杯
口径 14.2cm ロ縁はほぼ重立する。端部は 天井部はJこから%まで 色調路灰色

稜笹 14.0cm 丸く内面lζ不明瞭な段を持つ。 回転へラ削り。ロクロ 焼成やや不良
29 

稜は比較的大きい。天弁部は 回転方向は右まわり。 胎土密器高 4.8cm 
蓋

稜高 {正く平たい。 他は回転ナデ謁整。2.3cm 

口径 14.2cm 口縁はほぼ重重lζ下る。端部 天井部は%まで回転へ 色議外一暗灰色

杯 稜径 13.8cm は丸く内面IC段を持つ。稜は ラ削り。ロクロ回転方 内一淡灰色

30 器商 4.4cm 小さいが鋭くその下ICつめ跡 向は右まわり。他は回 焼成良好

葦 稜高 2.4cm がはっきりと残る。天井部は 転ナデ調整。 胎土密

低く平たい。 (へラ記号)

杯
口径 14.2cm 口緩はほぼ垂直lζ下る。端部 天井部は%まで回転へ 色調黒灰色

稜径 14.1cm はとがり内面;ζ明瞭な設を持 ラ削り。ロクロ回転方 焼成長好
31 

胎土密。 1- 2 mm前器高 4.4cm つ。稜l立高く鋭い。天井部は 向iま右まわり。他は回
葦

稜高 2.1cm 抵く平ら。 転ナデ謁整。 後の砂粒を含む。

口径 14.2cm ロ縁は尖り、内面IC面を持つ。 天井部上から巧は回転 色調暗灰色

杯 稜径 13.8cm 稜はやや隠き気味IC.下り、小 へラ削り。ロクロ回転 焼成良好

32 器高 4.8c服 さいが鋭い。天井部は低いが 方向は左まわり。他は 給土密。 1 mm程度の

蓋 稜高 2.3cm 丸みを帯びる。}ずが残存。 回転ナデ調整。 白い砂粒を少量含む。

口径 14.4cm ロ縁はやや開き気味iζ下り、 天井部の上部%が回転 色調陪灰色

杯 稜径 14.0cm 端部は丸い。ロ縁内部には明 ヘラ削ち。ロクロ回転 焼成良好

33 器高 4.75c冊 際な段を有す。稜は丸く小さ 方向は右まわり。他は 胎土密

葦 稜高 2.0cm い。天井部は高く丸い。 9 劉 回転ナデ調整。

が残存。

杯
口径 15.7cm 口縁はやや外Ic広がってから 天井部は回転ヘラ削り。 色調黒灰色

稜筏 15.3c田 室直lζ下る。端部は尖り、内 ロクロ回転方向は左ま 焼成良好
34 

器高 4.4c回 部iζ蛮を持つ。稜は小さい。 わり。他は回転ナデ認 胎土やや粗。
蓋

稜高 2.4c殴 天井部は低く平たい。 整。

ロ窪 14.2cm 天芥部が大きくへこんでいる。 天井部は巧まで回転へ 色調黒灰色

杯 稜径 13.9cm ロ縁はやや関き気味lζ下る。 ラ削り。ロクロ回転方 焼成良好

35 器高 3. 7cm 端部はとがち内領する端をも 向は左まわり。他は回 給土密

蓋 稜高 4.3cm つ。稜は低いが鋭い。天井部 転ナデ調整。

は原型不明。
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撞類 帰図 . 
図版 法 量 形態の特徴 手法の特徴 備 三4民吉

杯
口径 14.2cm 口縁は長くほぼ黍置に下る。 天井部上から五が回転 色調暗灰色

36 
稜径 13.7cm 口縁端部はやや開き内jiif乙明 へラ削り。ロクロ回転。 焼成良好

器高 4.15c田 瞭な段を持つ。天井部は1ft く 方向は右。(ヘラ記号) 胎土やや組。 2-3
蓋

稜高 2.8cm 平ら。 mの5長官立を少量含む。

口窪 14.6cm 口縁は少し開いてから垂直に 天井部の上部五が回転 色調割れてから更に

稜径 14.1cm おちる。端部内面の段はあい ヘラ削り。ロクロ回転

杯
器高 4.2cm まいで、内領する荷l乙近い稜 方向は左まわり。他は なる破片が接合、一方

38 
稜高 2.1cm は丸くにぷい。天井部は平ら。 回転ナデ調整。 は暗灰色。もう一方は

月が残存。 淡灰色。
蓋

焼成良好

胎土密。 0.5 mm程度

の白砂粒を含む。

杯
口径 14.8cm ロ縁部はほぼ直立する。端部 天井部は%まで回転へ 色調淡灰色

39 
稜径 14.6cm は四角く、内面l乙面を持つ。 ラ寄付。ロクロ回転方 焼成不良

器高 4.4cm 端は丸く大きくふくれる。天 向不明。 胎土密
葦

稜高 2.4cm 井部は1ft く平たい。 ysカ務存。

口径 11. 4cm 口縁はやや内領する。端部は 天井部%が間転へラ削 色調赤灰色

杯 受け径14.3c田 四角く内面iζ小さな段を持つ。 り。ロクロ回転は右ま 焼成不良

39 器高 5.6cm 受けはだ円形。断面でやや上 わり。他は回転ナデ調 胎土密

身 立ち上り高1. 9cm 方l乙向って伸びる。天井部は 整。

低く丸い。完形。

杯
口径 11. 5cm 口縁lま丙領する。端部は丸く 底部は下より%まで回 色調灰色

40 
受け径14.0cm 内面iζ段を持たない。稜lま水 転へラ剖り。ロクロ困 焼成良好

器高 5.1cm 平i乙伸び先端はやや尖る。底 転方向は右。他は回転 胎土密。
身

立ち上り高1.8>ω 部は浅く丸味を帯びる。 ナデ謁襲。

口径 11. 4c回 ロ縁は短かく内領する。端部 底部は下より%が回転 色調黒灰色

杯 受け径 13.75cm はやや尖り、内面iζ小さな段 ヘラケズリ。ロクロ図 焼成良好

41 器高 4.8c血 を持つ。受けはやや上方l乙伸 転方向は左まわり。他 始土密。 0.5 mm前後

J号 立ち上り高1. 4cm ぴる。底部は浅く平たい。完 は回転ナデ調整。 の砂粒ぞ多量iζ含む。

形。

口径 11. 6cm 口縁はほぼ誼立する。端部は 底部は下から%まで回 色議結灰色

杯 受け窪13.8cm とがり内面の段は、ほとんど 転ヘラ部り。ロクロ図 焼成不良

42 器高 5.0c悶 形骸化レ沈線が入るのみ。受 転方向はおまわり。他 胎土密。所々に 2m盟

身 立ち上1);者1.9cm けはほぼ水平にのびる。底部 は回転ナデ諾整。 前後の白い砂粒を含む

は平ら。

可
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種挿図 法 量 形態の特徴 手法の特徴 縫 考
類図版

杯 口径 11. 7cm ロ縁は内領する。端部はやや 底部より%が回転へラ 色調暗灰色

43 
受け荏14.3c回 鋭く、内側iζ段を持つ。受け 削り、ロクロ回転方向 一部分暗赤灰色

器高 4. 7cm はやや丸みを持ち水平にのび は右まわり。他は回転 焼成不良

身 立ち上りi'Ili 1.4冊 る。底部は平たい。完形。 ナデ調整。 胎土密

杯
口径 11.8c田 ロ縁部は長くほぼ重立。端部 底部は自転へラ耳目り。 色調底部黒灰色

受け径13.8c田 は丸く内面にはかすかな段が ロクロ回転方向は右ま その他灰色

44 器高 4.6cm 認められるのみ。受けは薄く わり。他は回転ナデ調 焼成やや不良

身
立ち上り高 2. 6cm ほぽ水平にのびる。底部は浅 整。 胎こと 密

く平ら o Uが残存。

杯 口径 11.1c由 ロ縁はやや内領する。端部は 底部は下より巧まで回 色弱暗灰色

45 
受け径13.5c田 丸く内面i乙設を持つ。稜はや 転へラ昔日り。ロクロ図 焼成良好

器高 4.85c田 や丸くふくらみやや上方に伸 転方向は左まわり。他 胎土密。所々に 1 幽

身 立ち上り高1.9cm ぴる。底部は浅く平たい。 は回転ナデ調整。 前後の砂粒を含む。

口径 12.0c冊 ロ縁は内傾。端部は断面三角 上部より%が回転へラ 色務外黒灰色

杯 受け径14.4c悶 形で内面lζ不明瞭な設を有す。 昔日り。ロクロの回転方 内淡灰色

器高 4.4cm 受けは薄くやや上方i乙伸びる 向は右まわり。他は函 焼成良好
46 

%が残存。 転ナデ調整。 始土密。立ち上 IJ.寄1. 7c由

身 (へラ記号)

杯 口径 11. 8cm ロ縁は内i領する。端部は丸く 底部%が回転へラ部り。 色調黒灰色

受け径14.4c悶 内面I乙段を持つ。受けは丸く ロクロ回転方向は右。 焼成良好
47 

器高 4.9c罰 やや上方K{申ぴる。底部はへ 他は回転ナデ調整。 胎土密

身 立ち上り潟1.7cm 乙む。%が残存。

杯
口径 12.6c田 口縁は内傾する。端部は尖り 底部は下より月まで回 色調路緑灰色

受け径16.2c掴 内面!(不明療な段を持つ。受 転ヘラケズリ。ロクロ 焼成良好

48 器高 4.65c阻 けは大きく上方iζふくらみ水 回転方向不明。他は回 始土やや粗

身
立ち tり潟 .45cm 平方向lζ伸びる。底部は{1fく 転ナデ調整。

平たい。%が残響。

杯 口径12.1闇-11.&m 口縁はほぼ直立する。端部は 底部は下から 8 割まで 8調吻淡灰色

受け径14.0cm 丸く内側lζは沈線がはいる。 回転へラ前り。ロクロ 焼成やや不良
49 

器高 5.2c田 受けはとがりやや上方を向く 回転方向は右。他は餌 日台土 やや粗。砂粒を

身 立ち上り高1.&田 底部は浅く平たい。完形。 転ナデ謁整。 多く含む。
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謹 挿国 . 
類 図版

法 量 形態の特徴 手法の特徴 鑓 考

杯
口径 12.2cm 口縁は短かくやや内i陵する。 底部は回転へラ削り。 色調外面黒灰色

受け径14.6cm 端部は内領して面を持つ。稜 ロクロ回転方向は左ま 内面陪赤灰色

50 器高 4.8cm は水平に伸び端部が鋭くとが わり。上から五が回転 焼成やや不良

身
立ち上り高1. 7cm る。底部は浅く平らである。 へラ削り。他は回転ナ 胎土やや級。砂粒を

8 割が残存。 デ調整。 多く含む。

杯
口径 12.5cm 口縁は短く内領する。端部は 天井部は回転へラ削り 色調稽灰色

受け径15.2cm 内傾する面となる。受けは丸 ロクロ回転方向は左ま 焼成良好

51 器高 4.9cm みを持ち、やや上方を向く。 わり。他は回転ナデ調 胎土やや粗

立ち上り高1.5cm 天井部は一部がひずむが浅く 整。
身

平たい。ほほ完形。

杯
口径 12.6cm ロ縁部はやや内領する。端部 底部下部より 8 割まで 色調騒灰色

受け径14.7c田 は丸く内面の段は形骸化しほ 回転ヘラ削り。ロクロ 焼成良好

52 器高 5.4cm とんど認められない。受けは 回転方向は右まわり。 胎土やや粗。所々に

身
立ち上り高1.5c理， 断面三角形でほぼ水平に伸び 0.5 mm前後の白い砂対

る。 9 割残存。 を含む。

杯 口径 12.6cm 口緩はやや内額。端部は内海 底部は底より泌が回転 色調灰色

受け径14.2cm iζ段を持つが省略が著しくほ ヘラ削り。ロクロ問転 焼成やや不良
53 

器高 4.9c田 とんど面lζ近い。稜は水平に 方向は右まわり。他は 胎土密

身 立ち上り高1.&侃 のびる。底部は浅く平たい。 思転ナデ認整。

杯 口径 12.4cm 口縁はやや内領する。端部は 底部は下より%まで回 色調黒灰色

受け径15.2cm
やや尖り、内留には設も簡も

転ヘラ削り。ロクロ罰 焼成良好
54 

器高 4.8c血
ない。受けは薄くやや上方に

転方向は左まわり。他 胎土 密。 2 罰目前後の
伸びる。底は浅く平ら。

身 立ち上り高1. 4cm
(へラ記号)

は回転ナデ調整。 砂粒を所々に含む。

杯 口径 12.8cm 口縁は内i領する。端部は尖り 底部は底から%まで困 色謁暗灰色

受け径14.9cm 内面lζ段を持つ。受けは水平 転へラ削り。ロクロ図 焼成良好
55 

器高 4. 7cm にのびる。底函は浅く平たい 転方向は右まわり。他 胎土密

身 立ち上り高1.8cm は思転ナデ調整。

杯
口径 12.3c臨 ロ縁はやや内領してから直立 底部下より%が回転へ 色調黒灰色

受け径14.5cm する。口縁端部内面の段は形骸 ラ剖り。他は回転ナデ 焼成良好

56 器高 5.0c田 化し沈線を施すのみ。受けは 調整。ロクロ回転方向 胎土密

身
立t， ':り高 2.Ocm 簿くやや上り気味iζ伸びる。 は左まわり。

底部は比較的平らである。

Q
d
 

宅
S
ム



種 挿函
法 霊 形態の特徴 手法の特徴 備 考

類 図版

杯 口径 12.1cm 底部がややいびつ。口縁部は 天弁部の上部%が回転 色調稽灰色

受け径14.3c酷 ほぼ車立する。端部は丸く、 ヘラ郎り。ロクロ回転 焼成やや不良
57 

器高 内面i乙明擦な段を持つ。完形 方向は右まわり。他は 給土粗。 1mm前後の5.3c田

身 立ち上り高1.95cm 回転ナデ謁整。 砂粒が多く混じる。

杯 口径 13.4c田 ロ縁は内領する。端部は丸く 底面は下から%まで回 色調黒灰色

受け径13:5c皿 内面lζ段を持つ。稜は丸く厚 転へラ削り。回転方向 焼成良好
58 

器高 4.75c田 い。底部は深く丸い。 は右まわり。 1台土密

身 立ち上り高1. 9αm (へラ記号)

杯
口径 13.2c田 底部が大きくへζんでいる。 底部は下から%まで回 色調路灰色

受け径14.5c回 ロ綾部はやや内額。端部は尖 転へラ削り。ロクロ問 焼成良好

59 器高 4.6c田 り、内領する面を持つ。受け 転方向は右まわり。 胎土やや組。 2-3

身
rLち上り潟1.8cm は端部がとがる。底部は深く 幽程度の砂粒を含む。

平Tこい。

杯 口径 13.4c田 ロ縁は内{演する。端部は丸く 底部は%まで回転へラ 色調 内面一暗赤灰色

受け経16.2cm 内面l乙段を持つ。稜は断面三 削り。ロクロ回転方向 外額一階灰色
60 

器高 5.3c回 角形でほぼ水平に伸びる。底 は左まわり。他は回転 焼成良好

身 立ち上り高1. 7cm 部は浅く平たい。 ナデ謁整。 胎土密

杯
口径 13.8c回 ロ縁はやや内傾する。端部は 底部下より%まで回転 色調内面一階灰色

受け径16.4cm 内傾する設をなす。受けは断 ヘラ削り。ロクロ回転 外面一淡灰色

61 器高 4.0c回 面三角形でほぼ水平Ic:.伸びる 方向は在まわり。他は 焼成不良

身
立ち上り高1.7cm 底部は浅く平たい。 回転ナデ調整。 胎土組。所々に 1mm

前後の砂粒を含む。

杯
口径 13.1cm ロ縁は内綴する。端部は内i頃 底部は下より 8 害tlまで 色調淡灰色

受け径16.4c田 し内lliil乙は沈線が入るのみ。 回転へラ削り。ロクロ 焼成不良

62 器高 5.6cm 稜は断額三角形でやや上方iζ 回転方向は右まわり。 胎土粗

身
立ち上り高 1 ぷm 伸びる。底部は浅く平たい。 他は回転ナデ調整。

iま iま完形。
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d鍾鍾璽霊長

杯蓋 (1 ~10) 
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杯蓋 (11 、 12) 、杯身 (13~20)
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25 

杯身 (21 -24) 、器台 (25 )
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a. 饗

27 

b. 培 (27) 、高杯 (28、 27)
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